
     21003-AM004 ﾋﾟｽﾄﾝ ｷｯﾄ        (2.2L専用) 

     23004-AM002 ｺﾝﾛｯﾄﾞｾｯﾄ I 断面 (2.2L専用)

     23004-AM003 ｺﾝﾛｯﾄﾞｾｯﾄ H 断面 (組込可能)   

   ・ﾍｯﾄﾞｶﾞｽｹｯﾄは次を推奨いたします｡

   4B11 TURBO

   2007年10月～

   製品説明書 No.

   ﾒｰｶｰ車種    三菱 ﾗﾝｻｰ EVO.Ⅹ (CZ4A)

   備考

本書はお読みになった後も車の中に置いて活用して下さい｡

製品説明書

取付けは必ず専門業者に依頼して下さい｡

   ｺｰﾄﾞ No.

   自動車用ｴﾝｼﾞﾝ部品

   23006-AM003

ご使用前に本書を必ずお読み下さい｡

   商品名

   用途

   ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ 4B11 2.2L (2.2L専用)

   ・本製品を使用する際には､2.2L専用のﾋﾟｽﾄﾝとｺﾝﾛｯﾄﾞが必要です｡

   ・ｼﾘﾝﾀﾞｰﾎﾞｱのﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ､ﾎｰﾆﾝｸﾞ加工が必要です｡

   

     t1.0 23001-AM006 / t1.2 23001-AM007 / t1.5 23001-AM008 

   E13411-M40010-00

   ｴﾝｼﾞﾝ形式

   年式

クランクシャフト
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用語の説明

専門業者  : お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場､ｼｮｯﾌﾟ｡

ｺｰﾄﾞ No.  : 製品及び部品を注文する際に使用する番号｡

ﾕｰｻﾞｰﾏﾆｭｱﾙ  : お車の購入時についてくる車両の取扱説明書｡

点検､整備  : 本製品と自動車全体を安全に運転するために機能､性能を確認し不具合部位を修理､調整

   すること｡

日常点検  : 自動車を運行する人が一日一回運行前に行う点検です｡

   日常点検及び点検項目はﾕｰｻﾞｰﾏﾆｭｱﾙに従って作業を行って下さい｡  

ﾉｰﾏﾙ車両  : 車両購入時の状態｡

   ｱｳﾀｰﾊﾟｰﾂを取付けていない車両｡

   事故を起こしたことのない車両｡

ﾒｰｶｰ  : 車両の製造ﾒｰｶｰ｡

誤使用  : 加工及び分解､改造､用途外使用を含む誤使用｡

P#1 x #2  : P#1はﾊﾟｰﾂﾘｽﾄに記載されているﾊﾟｰﾂの番号｡

   例 (P10 x 2) ・・・ ﾊﾟｰﾂ No.10 を2個使用する｡

改訂の記録

はじめに  この度は､HKSｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄをお買い上げいただきまして誠にありがとうございます｡

 本書をよく読み､理解したうえで取付けを依頼してください｡

 取付けは必ず専門業者に依頼し､取付け終了後は本書に記載されている内容を守り､安全に

 ご使用ください｡

 本書は取付けを行う前に必ず読み､よく理解したうえで作業を行ってください｡

製品の特徴

● HKSｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄはｴﾝｼﾞﾝの高出力化を目的とし､ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｻｰｷｯﾄで行われる競技での使用を前提に開発されて

   います｡ ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｻｰｷｯﾄでのｽﾎﾟｰﾂ走行などにおいて大変効果的です｡

   本製品を取付けた車両を競技のみで使用する場合には､改造申請を行う必要はありません｡

   ｴﾝｼﾞﾝの出力向上には､水温､油温の上昇､油圧の不足が伴いますので､性能維持のため走行時には各状況

   の確認をおすすめいたします｡

● 一般公道で使用する場合は､改造申請の手続きを行ってください｡

   ﾊﾟｰﾂの交換､取付け､ﾁｭｰﾆﾝｸﾞの為の改造等を行った車両は､その内容により車両保安基準に適合するか

   否か判断する必要があり､場合によっては､改造申請が必要になります｡

   本製品を一般公道で使用する場合は､改造申請が必要となりますので専門業者に確認のうえ手続きを

   行ってください｡

   ・初版
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   記載内容の変更   日付
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   改訂 Ver.
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本書､本製品について

● 本書は本製品を安全に取付けていただき､あなたや他の人々への危険や損害を未然に防止するために守

   っていただきたい注意事項を記載しています｡

● お客様又は第三者が､本製品及び付属品を誤使用したことにより受けた損害については､当社は一切の

   責任を負いかねますのであらかじめご了承ください｡

● 本製品は､ﾉｰﾏﾙ車両及びHKS製品を装着している車両への取付けを基準に製作されています｡

   上記車両以外に取付けた場合は､本製品の機能､性能及び安全性について保証いたしかねます｡

● 本製品及び付属品は､改良のため予告なく変更する事があります｡

● 本書は､予告なく改訂する事がありますので､本製品との整合をご確認してください｡

● 消耗部品や紛失部品及び本書のご注文は､専門業者にお問い合わせください｡

● 取付け終了後､本書の“ｱｳﾀｰｻｰﾋﾞｽについて”に記載されている取付け業者名記入欄に必要事項を必ず

   記入してください｡

安全上の注意 本書では､下記のような記号を使用し､お客様への危険レベルを示しています｡

   作業者又は使用者が傷害を負う危険が想定される場合(人損)

   拡大物損の発生が想定される場合(拡大物損とは､当該製造物が原因で誘発

   された物的損害 / 例えば車両の破損及び焼損)

本製品を正しくお取扱いいただくために､下記の注意事項を必ず厳守してください｡

   ● 爆発及び火災防止のために､次のことを守ってください｡ 

      ・ 換気のよい場所で作業してください｡

      ・ 可燃物を取扱う際は､火気に充分注意してください｡

   ● 電気ｼｮｰﾄによる電装部品の破損及び焼損､火災を防止するために､次のことを守ってください｡

      ・ ﾊﾞｯﾃﾘのﾏｲﾅｽ端子からｹｰﾌﾞﾙﾀｰﾐﾅﾙを取外してから作業を行ってください｡

      ・ ｺﾈｸﾀを取外す時は､断線しないようにｺﾈｸﾀを持って取外してください｡

   ● 車両をｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟする場合には輪止めをかけ､ｼﾞｬｯｷは必ず所定の位置に当ててください｡

      又､そのまま作業せずﾘｼﾞｯﾄﾞﾗｯｸで支えてから作業を行ってください｡

      ・ 所定外の位置でのｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟはﾊﾞﾗﾝｽが悪いばかりでなく車両を傷つける恐れがあります｡

      ・ ﾘｼﾞｯﾄﾗｯｸを確実にかけないと車両が落ちて怪我をしたり､最悪の場合､死亡する恐れがあります｡

      

   ● 本製品の誤使用は､絶対に行わないでください｡ 

      ・ 誤使用すると最悪の場合､ｴﾝｼﾞﾝ破損の恐れがあります｡

   ● 作業を始める前にｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内の各部の温度が約40℃位(手で触れて熱くない程度)に下がっている

      ことを確認してください｡

      ・ 火傷をする恐れがあります｡

   ● 異物混入によるｴﾝｼﾞﾝ破損を防止するため､次のことを守ってください｡

      ・ ﾎｰｽ等に異物が入らないようにｳｴｽ等でふさいでください｡

      ・ 抜き取ったｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙは再使用しないで下さい｡ 

   注意

E13411-M40010-00

警告    作業者又は使用者が､死亡又は重傷を負う可能性がある場合

注意

2

   警告



● ｷｯﾄの構成部品をﾊﾟｰﾂﾘｽﾄに記載してあります｡ 取付け前に異品､欠品のないことを確認してください｡

● ﾉｰﾏﾙﾊﾟｰﾂの取付け､取外しの作業はﾒｰｶｰ発行の整備要領書をよく読んでから行ってください｡

　 整備要領書がお手元にない場合は､ﾒｰｶｰにてご購入ください｡

● 本製品の取扱いは慎重に行ってください｡ 落としたり､強いショックを与えないでください｡

　 取付け不良や故障の原因になります｡

● ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ類は適切な工具で確実に締付けてください｡

　 必要以上に締付けを行うと､ﾎﾞﾙﾄのねじ部が破損します｡

● ｵｲﾙを補充する際には､その車両に応じたｵｲﾙを使用してください｡

　 ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ用､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用を間違えないようにしてください｡

　 NA車(ﾉﾝﾀｰﾎﾞ車)にはNA用ｵｲﾙ(ﾉﾝﾀｰﾎﾞ用ｵｲﾙ)を使用してください｡

　 ﾀｰﾎﾞ車にはﾀｰﾎﾞ用ｵｲﾙを使用してください｡

● 取付け作業のため一時的に取外すﾉｰﾏﾙﾊﾟｰﾂは､破損又は紛失しないように保管してください｡

　 又､ﾉｰﾏﾙﾊﾟｰﾂを取付ける際間違えて取付けしないように､取外すﾉｰﾏﾙﾊﾟｰﾂにはﾏｰｷﾝｸﾞをしてください｡

ﾊﾟｰﾂﾘｽﾄ

E13411-M40010-00

 品名 数量 形状  備考連番

 ｽﾄﾛｰｸ長 91.0mm

2  ｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄ 1  ﾉｰﾏﾙ + 追加工

1  2.2L ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ 1

 皿M6 x 20mm3  ﾌﾟﾚｰﾄ取付けﾎﾞﾙﾄ 4

4  製品説明書 1

3

 和文+英文



主要諸元

mm

mm

mm

mm

mm

g･cm

 ｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄ  種類

 取付ﾎﾞﾙﾄ mm

2.2Lﾋﾟｽﾄﾝ

21003-AM004 mm

mm

mm

mm

mm

mm

I断面ｺﾝﾛｯﾄﾞ mm

23004-AM002 mm

mm

mm

H断面ｺﾝﾛｯﾄﾞ mm

23004-AM003 mm

mm

mm

圧縮比 このｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄを組込んだ場合の圧縮比は､ﾉｰﾏﾙｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞで使用した場合､ﾍｯﾄﾞｶﾞｽｹｯﾄとの組合

せにより下表のようになります｡(燃焼室容積は実測値です｡)

※ HKSｶﾞｽｹｯﾄは､本ｷｯﾄに含まれません｡

23001-AM006 t1.0 8.7

 圧縮比 23001-AM007 t1.2 ε 8.6 9.0  純正 t1.2

23001-AM008 t1.5 8.4

 工程容積 cc 534.8 499.6

 ﾎﾞｱ径 φ 86.5 86.0

 ｽﾄﾛｰｸ長 mm 91.0 86.0

t1.0 69.5

 隙間容積 t1.2 cc 70.4 62.5

t1.5 72.2

 燃焼室容積 cc 50.8 50.8

 ﾋﾟｽﾄﾝ冠面 cc 12.1  凹形 4.5  凹形

 TDC時ﾌﾞﾛｯｸﾃﾞｯｷ面ﾀﾞｳﾝ容積 cc 0.3  0.05mm 0.0  ﾀﾞｳﾝ無

 COMP.高さ mm 30.80 33.35

t1.0 6.3

 ｶﾞｽｹｯﾄ容積 t1.2 cc 7.2 7.1  純正 t1.2

t1.5 9.0

 ｶﾞｽｹｯﾄﾎﾞｱ径 φ 87.5 87.0

(HKS GKT)

 ﾎﾞﾙﾄ ｻｲｽﾞ x 首下

φ23.0 / 20.0φ23.0 / 20.0～20.5

φ23 x 60

HKS 専用品 -

ﾉｰﾏﾙ

 全高

E13411-M40010-00

φ86.0

55.0

ﾉｰﾏﾙ ｸﾗﾝｸ

33.35

φ86.5

48.8

30.80

      OIL   B寸 x T寸

1.2 x 3.1

1.2 x 3.1

2.0 x 2.0

 ﾘﾝｸﾞ TOP   B寸 x T寸

      SEC   B寸 x T寸

 ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 種類

HKSｷｯﾄ (2.2L) ﾉｰﾏﾙ

1.2 x -

1.5 x -

2.0 x -

φ55.0 / 21.9

143.75

M8 x P1.0 x 42

 小端穴 内径 / 幅

φ23.0 / 20.0

 大端穴 内径 / 幅

 中心間距離

 ﾎﾞﾙﾄ ｻｲｽﾞ x 首下

φ55.0 / 21.9

143.75

M8 x P1.0 x 42

 小端 内径 / 幅

(2.2L専用)

(取付可能)

4

 大端 内径 / 幅 φ55.0 / 21.9

 中心間距離 143.75

3/8-24 UNF x 41

 圧縮

91.0

 HKS ｷｯﾄ HKSｸﾗﾝｸ (2.2L専用)

 ｽﾄﾛｰｸ長 86.0

52.0

52.0

24.0 24.0

52.0

52.0

 基準ｼﾞｬｰﾅﾙ幅 ｽﾗｽﾄﾒﾀﾙ部

 芯振れ

 動ﾊﾞﾗﾝｽ ｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

 ｸﾗﾝｸ

 基準ﾋﾟﾝ径

 基準ｼﾞｬｰﾅﾙ径

ﾉｰﾏﾙ

皿 M6 x 14 4本

0.02 以下

15以下(ﾌﾛﾝﾄ側､ﾘﾔ側共に)

-

-

 ﾎﾞﾙﾄ ｻｲｽﾞ x 首下

(2.2L専用)

ﾉｰﾏﾙ + ﾈｼﾞ穴追加工

皿 M6 x 20 4本

 ﾋﾟﾝ       外径 x 長さ φ23 x 60 軽量品

HKSｷｯﾄ (2.2L) 参考 HKS ｷｯﾄ

 基準ﾎﾞｱ径

 ｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾊｲﾄ



取付け方法

1. ﾉｰﾏﾙﾊﾟｰﾂ取外し

   ﾉｰﾏﾙﾊﾟｰﾂの取外しは､ﾒｰｶｰ発行の整備要領書に従って作業を行ってください｡

2. ｼﾘﾝﾀﾞのﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

   このｸﾗﾝｸは､2.2L専用のﾋﾟｽﾄﾝｷｯﾄ 21003-AM004 を必ず組み合わせて使用してください｡

   ｼﾘﾝﾀﾞﾎﾞｱを0.5mmｵｰﾊﾞｰｻｲｽﾞとするため､ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞとﾎｰﾆﾝｸﾞの加工が必要です｡

   HKSﾋﾟｽﾄﾝｷｯﾄの取扱説明書に従って加工を行ってください｡

3. ﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽ調整

   ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽの調整は次の2種類の方法がありますので､どちらか選択しｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを調整してください｡

   (選択.1) ｼﾘﾝﾀﾞとｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの寸法分類番号を基準にﾒｲﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞを選択し､ﾌﾟﾗｽﾁｹﾞｰｼﾞでｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを確認

            する方法｡ (ﾒｰｶｰ発行の整備要領書と同じ内容です｡)

   (選択.2) 実測による寸法確認でｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを算出する方法｡

3.1 (選択.1) ｼﾘﾝﾀﾞとｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの寸法分類記号を使用する｡

    図1のｼﾘﾝﾀﾞの寸法分類番号を利用し､次の表よりﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙのｱｯﾊﾟｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞを選択し取付けてください｡

J1､J2､J4､J5 J3 J1､J2､J4､J5 J3

 ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ ｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰ 指定値(mm)                  0.05 ～ 0.25     限度値 0.40

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ番号位置

1 0

2

ｼﾘﾝﾀﾞ寸法分類番号
ｼﾘﾝﾀﾞ ｼﾞｬｰﾅﾙ内径

取付ｱｯﾊﾟｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ番号

3

ﾒｲﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽ 指定値(mm)

   J1､J2､J4､J5   0.039 ～ 0.065   限度値 0.100

   J3            0.051 ～ 0.077   限度値 0.100
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2 φ56.013 ～ 56.018 3

0φ56.000 ～ 56.006 1

2 1

2

1 φ56.007 ～ 56.012 

番号位置

ﾌﾛﾝﾄ方

J1 J2 J
3

J4
J5

図1-1 図1-2ｼﾘﾝﾀﾞ ﾒｲﾝｼｬｰﾅﾙ位置 ｼﾘﾝﾀﾞ寸法分類番号

J1 分類番号

J2 分類番号

J3 分類番号

J4 分類番号

J5 分類番号

ﾌﾛﾝﾄ方向



    図2のｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの寸法分類番号を利用し､次の表よりﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙのﾛｱﾍﾞｱﾘﾝｸﾞを選択し取付けてください｡

J1､J2､J4､J5 J3 J1､J2､J4､J5 J3

   ｱｯﾊﾟｰとﾛｱの選択したﾍﾞｱﾘﾝｸﾞとｽﾗｽﾄﾍﾞｱﾘﾝｸﾞを

   組付け､ﾌﾟﾗｽﾁｹﾞｰｼﾞで各ｼｬｰﾅﾙのｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽと､

   ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄのｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰを測定し､指定値の範囲内 

   である事を確認してください｡

   (確認方法は､ﾒｰｶｰ発行の整備要領書を要参照

    してください｡)

   

● ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽは指定値にしてください｡ 指定値以外のｸﾘｱﾗﾝｽでは､油膜が確保できずｴﾝｼﾞﾝ破損の原因に

   なります｡

● 競技の種類によっては､ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを調整してください｡ その際､部品の寿命が短くなる事があります｡

● 走行距離の多い車両又は低年式の車両に関しては､測定で寸法の再確認を行うようにしてください｡

   また､測定値が指定値を外れた場合は､各部品を新品と交換してください｡

3.2 (選択.2) 実測による寸法確認でｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを算出する方法｡

    任意ｻｲｽﾞのﾒｲﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞをｼﾘﾝﾀﾞに

    取付け､ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｷｬｯﾌﾟを装着し､

    ﾎﾞﾙﾄを指定値で締付けて下さい｡

    (締付け方法は､ﾒｰｶｰ発行の整備

     要領書を要参照してください｡)

    

    ｼﾘﾝﾀﾞのｼﾞｬｰﾅﾙ内径をｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞ

    を用いて測定してください｡

    測定は図3の位置を測定してくだ

    さい｡

1 9 φ51.983 ～ 51.985 1

ｸﾗﾝｸ寸法分類番号

E13411-M40010-00

取付ﾛｱﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ番号

8

4 2 φ51.974 ～ 51.976 4

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ番号位置
ｸﾗﾝｸ ﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ外径

0 φ51.980 ～ 51.982 

3

2

1

   注意
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1

8 φ51.986 ～ 51.988 0

2

2 0

9

φ51.977 ～ 51.979 3

0

図2-2

ｷｰ溝位置

ｸﾗﾝｸ ﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ寸法分類番号 (ﾌﾛﾝﾄ視)

J5
分類番号

J4
分類番号

J3
分類番号

J2
分類番号

J1
分類番号

番号位置

図3-1 図3-2ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞ

測定位置

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ

ｼﾘﾝﾀﾞ本体とｷｬｯﾌﾟ合面

溝部はさけて
ください｡

図2-1

ｸﾗﾝｸ ﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ位置

J1 J2 J3 J4 J5

ﾌﾛﾝﾄ方向



    ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄのﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ外径をﾏｲｸﾛ

    ﾒｰﾀで測定してください｡

    測定は図4の位置を測定してくだ

    さい｡

    ※ 図4-1はﾋﾟﾝ径の測定図ですが

       実際はﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ径を測定して

       ください｡

    下記の算出式より各ｼﾞｬｰﾅﾙのｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを求め､ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽが指定値になるようにﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの厚さを選択

    してください｡ その後､ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄのｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰを測定し､指定値である事を確認してください｡

    ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ厚さは､ﾏｲｸﾛﾒｰﾀ(両測定面が球面形状製品)等で測定して厚さを確認してください｡

4. ﾋﾟﾝ(ｺﾝﾛｯﾄﾞ)ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽ調整

   ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽの調整は､次の2種類の方法がありますので､どちらか選択しｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを調整してください｡

   詳細は HKS 2.2L専用 23004-AM002 ｺﾝﾛｯﾄﾞｾｯﾄ I断面 の製品説明書を参照してください｡

   (選択.1) ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの寸法分類番号を基準にﾋﾟﾝ(ｺﾝﾛｯﾄﾞ)ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞを選択し､ﾌﾟﾗｽﾁｹﾞｰｼﾞでｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを

            確認する方法｡ (ﾒｰｶｰ発行の整備要領書と同じ内容です｡)

   (選択.2) 実測による寸法確認でｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを算出する方法｡

4.1 (選択.1) ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの寸法分類記号を使用する｡

    ｺﾝﾛｯﾄﾞ大端部のﾎﾞﾙﾄを緩めて取外し､大端部を分割してください｡

    

● HKS 2.2L専用 23004-AM002 ｺﾝﾛｯﾄﾞｾｯﾄ I断面 製品は､大端ｶﾁ割り部の出荷検査の為に､ｺﾝﾛｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄが

   指定の締付値に比べ､ゆるんだ状態で出荷されております｡

    次ﾍﾟｰｼﾞ図5のｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの寸法分類番号を利用し､次の表よりﾋﾟﾝ(ｺﾝﾛｯﾄﾞ)のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞを選択し､ｺﾝﾛｯﾄﾞ

    大端部に取り付けてください｡

3

1 φ51.967 ～ 51.972 1

2 φ51.961 ～ 51.966 2

7
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 ﾒｲﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽ 指定値(mm) = ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ付ｼﾘﾝﾀﾞ ﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ内径(mm) - ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ ﾒｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ外径(mm)

 ﾋﾟﾝ(ｺﾝﾛｯﾄﾞ)ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽ 指定値(mm)

 ｺﾝﾛｯﾄﾞ大端部 ｽﾗｽﾄｸﾘｱﾗﾝｽ 指定値(mm) 0.10 ～ 0.25     限度値   0.40 

3 φ51.955 ～ 51.960

 ※ ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽは､指定値内で J1､J2､J4､J5 は同一値狙い､ J3のみ左に比べ +0.012mm狙い としてください｡

0.038 ～ 0.069   限度値   0.100

ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ寸法分類番号 ｸﾗﾝｸ ﾋﾟﾝ外径 取付ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ番号

   注意

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ番号位置

図4-1 図4-2

ﾏｲｸﾛﾒｰﾀ
測定位置

穴部は
さけてください｡

番号位置



   ｱｯﾊﾟｰとﾛｱのﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは同一品で､同じｻｲｽﾞを

   選択してください｡

   選択したﾍﾞｱﾘﾝｸﾞを組付け､ﾌﾟﾗｽﾁｹﾞｰｼﾞで各ﾋﾟﾝ(ｺﾝﾛｯﾄﾞ)のｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽとｽﾗｽﾄｸﾘｱﾗﾝｽを測定し､指定値の

   範囲内である事を確認してください｡

   (確認方法は､ﾒｰｶｰ発行の整備要領書を要参照してください｡)

● ｺﾝﾛｯﾄﾞ大端､ｶﾁ割り面は組付け前に十分な洗浄とｴｱｰﾌﾞﾛｰを行い､異物の混入に十分注意してください｡

   異物の混入があると､指定値でﾎﾞﾙﾄを締付けしても正確な内径になりません｡

   ｺﾝﾛｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄの締付け指定値とﾎﾞﾙﾄの寿命は､純正と同じ内容で次となります｡

   (HKS 2.2L専用 23004-AM002 ｺﾝﾛｯﾄﾞｾｯﾄ I断面 の記述です｡)

   1. ﾈｼﾞ部の最も太い外径(A)を測定

   2. ﾈｼﾞ部の図示中斜線範囲内(X)で

       最も細い外径(B)を測定

   3. 外径(A)と外径(B)の差が次の限

      度値を越えた場合､ｺﾝﾛｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

      の伸びが寿命の為､交換を行って

      ください｡

   4. 測定位置は図6を参照してくだ

      さい｡

● ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽは指定値にしてください｡ 指定値以外のｸﾘｱﾗﾝｽでは､油膜が確保できずｴﾝｼﾞﾝ破損の原因に

   なります｡

● 競技の種類によっては､ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを調整してください｡ その際､部品の寿命が短くなる事があります｡

● 走行距離の多い車両又は低年式の車両に関しては､測定で寸法の再確認を行うようにしてください｡

   また､測定値が指定値を外れた場合は､各部品を新品と交換してください｡

E13411-M40010-00

   ﾄﾙｸ 20 N･m (2.0 kgf･m) + 角度 90 度

   ﾎﾞﾙﾄ寿命 確認方法

     限度値 0.10 mm

   注意

8

   注意

   ｺﾝﾛｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ締付け 指定値

   ﾎﾞﾙﾄ潤滑 指定材    ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ (ﾎﾞﾙﾄの座面とﾈｼﾞ部に十分に塗布)

図5-2

ｷｰ溝位置

ｸﾗﾝｸ ﾋﾟﾝ寸法分類番号 (ﾌﾛﾝﾄ視)図5-1

ﾋﾟﾝ 位置

P1
P2 P3

P4

ﾌﾛﾝﾄ方向

P4
分類番号

P3
分類番号

P2
分類番号

P1
分類番号

(A)(B)

範囲(X) 25 mm

35 mm

図6



4.2 (選択.2) 実測による寸法確認でｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを算出する方法｡

    任意ｻｲｽﾞのﾍﾞｱﾘﾝｸﾞをｺﾝﾛｯﾄﾞに

    取付け､ﾎﾞﾙﾄを指定値で締付け

    て下さい｡

    (締付け方法は､4.1 を参照して

     ください｡)

    

    ｺﾝﾛｯﾄﾞ大端部の内径を内径ﾏｲｸﾛ､

    ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞ等を用いて測定して

    ください｡

    測定は図7の位置を測定ください｡

    ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄのﾋﾟﾝ外径をﾏｲｸﾛﾒｰﾀで

    測定してください｡

    測定は図8の位置を測定ください｡

    下記の算出式より各ﾋﾟﾝ(ｺﾝﾛｯﾄﾞ)のｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽを求め､ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽが指定値になるようにﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの厚さ

    を選択してください｡ その後､ｽﾗｽﾄｸﾘｱﾗﾝｽを測定し､指定値である事を確認してください｡

    ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ厚さは､ﾏｲｸﾛﾒｰﾀ(両測定面が球面形状製品)等で測定して厚さを確認してください｡

5. ｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄ部品の取付け

   ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄにｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄを､次の方法

   で取付けてください｡

   ｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄとﾌﾟﾚｰﾄ取付けﾎﾞﾙﾄは､

   同梱の専用品を使用してください｡

   純正部品は取付けできません｡

   図9のようにｸﾗﾝｸ後端へｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄ

   を挿入し､①～④の順番で皿ﾎﾞﾙﾄを

   締付けて固定してください｡

   締付けは次の指定値で行ってくだ

   さい｡

9

  ※ ﾌﾟﾚｰﾄを取付け後は､ｸﾗﾝｸを平置きしないでください｡ ﾌﾟﾚｰﾄ外周が曲がる可能性があります｡

取付ﾎﾞﾙﾄ 締付け 指定値 ﾈｼﾞﾛｯｸ ﾈｼﾞ山 塗布 (推奨 LOCTITE 271) + ﾄﾙｸ 12 N･m (1.2 kgf･m)

  ﾋﾟﾝ(ｺﾝﾛｯﾄﾞ)ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽ 指定値(mm) = ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ付ｺﾝﾛｯﾄﾞ大端内径(mm) - ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ ﾋﾟﾝ外径(mm)

E13411-M40010-00

  ※ ｵｲﾙｸﾘｱﾗﾝｽは､指定値内で P1 ～ P4 は同一値狙い としてください｡

図8-1

ﾏｲｸﾛﾒｰﾀ

図7-2

測定位置

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ

ｺﾝﾛｯﾄﾞ大端 ｶﾁ割り部合面図7-1

内径ﾏｲｸﾛﾒｰﾀ

図8-2

測定位置

穴部はさけて
ください｡

ﾌﾟﾚｰﾄ取付け皿ﾎﾞﾙﾄ ①～④ 4箇所
(取付け工具 HEX 4 mm)

ｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄ

①

②

③ ④

ｾﾝｻｰﾌﾟﾚｰﾄ取付け方法図9

ｸﾗﾝｸ後端



6. ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの取付け

   ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄの組付けに関してはﾒｰｶｰ発行の整備要領書を参照して作業を行ってください｡

● ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは穴位置､周り止め等のｽﾞﾚの無いように取付けてください｡

● ｼﾘﾝﾀﾞ､ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｷｬｯﾌﾟ､ﾛｯﾄﾞ大端部とﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ裏面は十分清掃してから組付けをおこなってください｡

● 2種のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄとｺﾝﾛｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄには､寿命がありますので､ﾒｰｶｰ発行の整備要領書に従い寿命

   を判断してください｡

   ﾎﾞﾙﾄ寿命を越えて使用すると､ﾎﾞﾙﾄ折損等がおこり､運転中にｴﾝｼﾞﾝを破損する可能性があります｡

取付け後の確認

● ｴﾝｼﾞﾝ始動前の確認

・ﾊﾟｲﾌﾟ､ﾎｰｽなどの配管が間違っていないか｡

・ﾎｰｽにねじれや過度の曲げはないか｡

・ﾊﾞｯﾃﾘのﾏｲﾅｽ端子にｹｰﾌﾞﾙﾀｰﾐﾅﾙが確実に取付けられているか｡

・ｴﾝｼﾞﾝのｵｲﾙﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞの H(F) ～ L の間にあるか｡

・ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ類の締め忘れがないか｡

・取付けた部品が他の部品と干渉していないか｡

● ｴﾝｼﾞﾝ始動後の確認   ※ｴﾝｼﾞﾝの始動直後は回転を上げないようにしてください｡(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ運転)

・ｵｲﾙ漏れがないか｡

・各部からｴｱ漏れがないか｡

・軽く空吹かしを2､3度行い､ｴｱ､ｵｲﾙ､冷却水が漏れていないか｡

・部品による干渉音がないか｡

・ｴﾝｼﾞﾝを停止し､ﾈｼﾞ等がゆるんでいないか｡(再度､取付け部の締付け確認)

・ｴﾝｼﾞﾝのｵｲﾙﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞの H(F) ～ L の間にあるか｡

維持､管理

快適に運転していただくために､お車を運転する前には必ず日常点検を行ってください｡

● 日常点検はﾄﾞﾗｲﾊﾞの責任です｡ 必ず実施してください｡

● ﾕｰｻﾞｰﾏﾆｭｱﾙに記載されている事項以外は専門業者に依頼してください｡

● ﾌﾟﾗｸﾞは走行状況に応じて変更してください｡

   HKSｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾔﾚｰｼﾝｸﾞﾌﾟﾗｸﾞをご使用ください｡ 詳しくは専門業者にお問い合わせください｡

● ｵｲﾙ交換を怠りますと各部の磨耗､異音の発生など故障の原因になります｡ 定期的に交換してください｡

　 ｵｲﾙを交換する際には､HKS指定ｵｲﾙをご使用ください｡

   HKS RACING PRO   52001-AK068    4 L (交換目安)

                    52001-AK067   20 L 3,000～5,000km毎又は､3～6ｹ月毎に交換してください｡

● ｴｱｸﾘｰﾅのﾒﾝﾃﾅﾝｽを怠りますとｴﾝｼﾞﾝ本来の性能が発揮できなくなりますので､定期交換を行って下さい｡

　 HKSｽｰﾊﾟｰﾊﾟﾜｰﾌﾛｰ及びｽｰﾊﾟｰﾌｨﾙﾀの使用を推奨します｡

　 (交換目安) ﾌｨﾙﾀを 3,000～5,000km毎又は､3～6ｹ月毎に交換してください｡

走行中及び走行後の注意

● ｸﾗﾝｸﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ交換後は､ならし運転が必要です｡ 1,000～3,000km位を目安にならし運転を行ってください｡

● 暖気運転は必ず行ってください｡

● ｴﾝｼﾞﾝが冷えているときには､空吹かしや急加速をしないでください｡

   ｴﾝｼﾞﾝが暖まっていても過剰な空吹かしは､ｴﾝｼﾞﾝに負担がかかりますのでしないでください｡

確認
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異常､故障時の対応

● 漏れ(ｵｲﾙ､水)が生じている場合には､絶対にｴﾝｼﾞﾝを始動しないでください｡

   ・専門業者に漏れがどこからどのように生じているか状況を告げ､修理を依頼してください｡

   ・ｵｲﾙ漏れがひどい場合は二次災害を防ぐため､問合わせの際に応急処置の方法をきいて対応ください｡

   ・必ず専門業者の指示に従ってください｡ 最悪の場合､ｵｲﾙ漏れにより火災が起きる可能性があります｡

● 異常や故障が発生した場合､修理依頼先への自走での移動は絶対に行わないでください｡

● 故障等の修理は､お客様ご自身では絶対に対処せず､必ず専門業者に依頼してください｡

● 走行中､異音､異臭､振動等の異変があった場合には､ｻｰﾋﾞｽﾏﾆｭｱﾙに従って対処してください｡

ｱｳﾀｰｻｰﾋﾞｽについて

本製品に関するお問い合わせは､専門業者にご相談ください｡

譲渡の際の注意

本製品を譲られるときは､必ず次のｵｰﾅｰのために製品説明書を一緒にお渡しください｡

本製品をお車より取外す際には､必ず専門業者に依頼してください｡

      所在地は､予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

      (禁無断複写､転載) ㈱エッチ・ケー・エス

   警告

 お客様氏名

E13411-M40010-00

 取付け業者名

 電話番号

 担当者名
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株式会社 エッチ・ケー・エス

      〒418-0192
      静岡県富士宮市北山 7181
      http://www.hks-power.co.jp




